



Costumes of the Court Entertainment of the Days of Ryukyu Kingdom:


























































































一番 二番 三番 四番 五番 六番 七番 八番 九番 十番
芸能の種類 神歌こねり 入子躍 若衆躍 組踊 女躍 組踊 若衆躍 組踊 唐棒 まりをどり
演目 扇おどり 護佐丸敵討 女笠をどり 執心鐘入 鞨鞁をどり 忠士身替の巻
役柄 神歌主取 天孫子 あまおへ 若松 八重瀬の按司
同地（地方） 大黒天 供 女 渡橋のひや
鞨鞁打 きゅちゃこ持 座主 国吉の子
しゃうご打 鶴松 小僧 きゃうちゃこ持









一番 二番 三番 四番 五番 六番 七番 八番 九番 十番 十一番
芸能の種類 老人老女 若衆躍 組踊 女躍 まりをどり 組踊 若衆躍 組踊 女躍 組踊 唐棒
演目 若衆笠躍 銘苅子 團躍 孝行之巻 麾をどり 大川敵討 天川をどり 大城 l崩
役柄 銘苅子 男子 谷茶の按司 大城若按司
天女 姉 石川満名 外間の子
娘 母 門番 供 2人
男子 頭取 きゃうちゃこ持 虎千代













演目 女物狂 手水の縁 花売の縁 万歳敵討
役柄 盗人 山戸 森川の子 謝名の子
男子 玉津 妻 慶運坊
母 志喜屋の大屋子 鶴松 高平良御鎖
座主 山口の西掟 猿引 御鎖妻


















































































































































































































衣裳分類 役柄 演目 髪型 頭部 髪飾り 髭
琉縫薄衣裳 女笠をどり（女躍） 垂髪 紫長巾 作花並金銀水引 熨斗紙
團躍（女躍） 垂髪 紫長巾 作花並金銀水引 熨斗紙
天川をどり（女躍） 垂髪 紫長巾 作花並金銀水引 熨斗紙
母 護佐丸敵討（組踊） 垂髪 紫長巾 作花並金銀水引 熨斗紙
女 執心鐘入（組踊） かつら髪 かつら巾
鬼女 執心鐘入（組踊） 般若の面
母 忠士身替の巻（組踊） 垂髪 紫長巾
天女 銘苅子（組踊） 垂髪 紫長巾 作花並金銀水引 熨斗紙 天冠
母 孝行之巻（組踊） 垂髪 紫長巾
村原母／妻 大川敵討（組踊） 垂髪 紫長巾 作花
をなじやら 大城崩（組踊） 垂髪 紫長巾 作花並金銀水引 熨斗紙
母 女物狂（組踊） かつら髪 かつら巾
妻 花売の縁 垂髪 紫長巾 作花並金銀水引 熨斗紙
御鎖妻／娘／列女 万歳敵討（組踊） 垂髪 紫長巾 作花並金銀水引 熨斗紙
板締縮緬衣裳 扇子をどり（若衆躍） 半向頭巾 長巾 金花並金銀水引
鞨鞁をどり（若衆躍） 半向頭巾 長巾 金花並金銀水引
まりをどり（若衆躍） 半向頭巾 長巾 金花並金銀水引
若衆笠躍（若衆躍） 半向頭巾 金花並金銀水引
麾をどり（若衆躍） 半向頭巾 金花並金銀水引
鶴松／亀千代 護佐丸敵討（組踊） 半向頭巾 金花並金銀水引
若松 執心鐘入（組踊） 半向頭巾 金花並金銀水引
男子 孝行之巻（組踊） 半向頭巾 作花
若按司 大川敵討（組踊） はあよをひい
虎千代 大城崩（組踊） 半向頭巾 作花並金銀水引
鶴松 花売の縁 半向頭巾 作花並金銀水引
緞子衣装 主取（ぬしどり） 神歌（おもろ）こねり 黄古銅色緞子丸頭巾 白唐ひげかけ
天孫子 入子躍 大かむろ 唐黒ひげかけ










朝衣 地（地方？） 神歌こねり 玉色紗綾丸頭巾
繻子衣装 大黒天 入子躍 黒繻子丸頭巾
若按司 忠士身替の巻（組躍） 半向頭巾 金花並金銀水引





綸子衣装 若按司 大城崩（組踊） 半向頭巾 金花並金銀水引
縮緬衣装 若衆 入子躍 半向頭巾 作花
亀千代 金松 忠士身替の巻（組踊） 半向頭巾 作花並金銀水引
原国兄弟 大川敵討（組踊） 半向頭巾 黒縮緬入道頭巾飾
有（中入より）
子（仔細取控帳） 大川敵討（組踊）
男子 女物狂（組踊） 半向頭巾 作花並金銀水引
童子 女物狂（組踊） 半向頭巾 作花
座主 執心鐘入（組踊） 黒繻子もつ
座主 女物狂（組踊） 黒繻子もつ










































板締縮緬振袖袷 緋紗綾 錦之引羽織 緋紗綾足袋
板締縮緬振袖袷 緋紗綾 錦之引羽織 緋紗綾足袋
板締縮緬振袖袷 緋紗綾 錦之引羽織 緋紗綾足袋 金磨緋縮緬総緒鈴二〆宛付
板締縮緬 緋紗綾 錦之引羽織 緋紗綾足袋 若衆笠
板締縮緬 緋紗綾 錦之引羽織 緋紗綾足袋 白青練四色之麾二宛腰に差
板締縮緬 緋紗綾 錦之引羽織 脚絆 緋紗綾足袋 刀 高つぶひ 中より引
羽織なし
板締縮緬振袖袷 緋紗綾 脚絆 緋紗綾足袋 あみ笠 杖
板締縮緬 緋紗綾 足袋 鎌
板締縮緬振袖単衣 緋紗綾足袋 風車
板締縮緬 緋紗綾 脚絆 緋紗綾足袋 風車
板締縮緬振袖 脚絆 緋紗綾足袋
天青緞子衣裳 金襴大帯 足袋
緞子衣裳 貫木葉羽織 梧桐葉足袋 朱ぬり六角棒
緞子衣裳 金入錦大帯 足袋 杖、扇子
緞子衣裳 羅陣羽織錦之布飾有る 足袋 刀、大団扇、
緞子衣装 羅陣羽織錦にて飾有る 足袋 刀、大団扇、
緞子衣裳 錦陣羽織 足袋 末広
緞子衣裳 羅陣羽織錦之飾有る 脚絆 足袋 大団扇
朝衣 緞子大帯 足袋
青繻子衣装 白大袋はき 脚絆 足袋 さいぢち
緋繻子衣装 緋紗綾 緋紗綾足袋
羅陣羽織錦にて飾有 甲胸当 脚絆 長刀
青繻子衣装 金襴大帯 足袋
青色繻子衣装 繻子広袖羽織 足袋 あみ笠 扇
緋綸子衣装 錦陣羽織 脚絆 緋紗綾足袋




緋縮緬衣裳 緋紗綾 脚絆 緋紗綾足袋
緋縮緬衣裳 緋紗綾 脚絆 緋紗綾足袋 長刀
緋縮緬衣裳
緋縮緬振袖袷衣裳 脚絆 緋紗綾足袋 風車
緋縮緬振袖袷衣裳 脚絆 緋紗綾足袋
紫縮緬衣 金襴袈裟 足袋 末広 水晶
紫縮緬衣 袈裟 足袋 末広 数珠
黒紗綾袷衣裳 脚絆 足袋
黒紗綾袷衣裳 脚絆 足袋




黒紗綾袷衣裳 繻子広袖羽織 脚絆 足袋 刀 杖




黒紗綾袷衣裳 脚絆 足袋 刀
黒紗綾袷衣裳 脚絆 足袋 差縄
黒紗綾袷衣裳 脚絆 足袋 高つぶり
黒紗綾袷衣裳 繻子広袖羽織 羅陣羽織（陣
賦之時）
脚絆（陣賦之時） 足袋 刀 あみ笠（中入） 甲かつ
ぎ 胸当（陣賦之時）
黒紗綾袷衣裳 刀




黒紗綾袷衣裳 脚絆 足袋 鎌 あやつり人形
黒紗綾袷衣裳 扇
黒紗綾袷衣裳 繻子広袖羽織 脚絆 足袋 杖
－ 7－











紗綾形付衣裳 老女 老人老女 白毛髪うしろ垂
らし
長巾垂
乳母 大城崩（組踊） 垂髪 紫長巾 作花
時服 娘 銘苅子（組踊） 巾 作花
姉 孝行之巻（組踊） 垂髪 紫長巾 作花
小袖単衣裳 男子 銘苅子（組踊） はあゆい 金銀水引 絹布緒付
金松 大城崩（組踊） はあゆい 絹布総付
紺染星形木綿衣裳 唐棒 黒縮緬入道頭巾
胡染木綿衣裳 森川の子 花売の縁（組踊） ほふらく頭巾
渋染紬上布 猿引 花売の縁（組踊） 巾請八巻
猿 花売の縁（組踊） 冠 紅白紙切麾
薪木取 黒繻子もつ 白作ひげかけ
年月日 品物 量 用途 役柄
１８３７年











２月９日 金入錦之裂 １切 陣羽織３ツのひふ 調に入り 陣羽織（錦飾付）あまおへ・八重瀬の按司・崎枝
のひや・森川の子・吉田の子・若按司・谷茶の按
司
金入錦之裂 １切 入道頭巾２ツ 調に入り あまおへ・谷茶の按司・老人（先例から変更）
金入錦之裂 １切 くわら１ツ（袈裟） 調に入り 袈裟／座主
２月 茶色金襴（大模様） １切（１丈２尺７寸・布幅）
白地金襴（大模様） １切（１丈５尺９寸・布幅） 大帯／主取







２月１５日 緋羽二重 ５疋（３８丈１尺１寸・広幅） 若衆躍・男女衣裳の裏用
２月 女團羽 ３ツ 女躍・團躍
女團羽は大形のもの ３ツ 女躍・團躍















同 （紺染上布）のしめ２筋 １つ（高１丈２尺） ４間幕
同 （紺染上布） １つ（長４間２幅物） 中布幕
芭蕉 苧麻の調 ９筋 幕縄緒
３月 金入錦之裂 ６切（長４尺５寸にヒ６寸） 見々袖用（陣羽織３着の飾りか？）
３月 金入錦之裂 ３切（長８尺完ヒ３寸５分） 見々こひ用（陣羽織３着の飾りか？）
３月 金入錦之裂 １切（長６尺２寸布幅） 入道頭巾２ツ調緒
３月 金入錦之裂 １切（６尺２寸布幅） 入道頭巾２ツ調に入















紗綾形付衣裳 緋紗綾足袋 おなぢやら笠 杖（中入）
時服 胴衣 ひざ取り裙 緋紗綾 緋紗綾足袋








胡染木綿衣裳 脚絆 黒足袋 杉笠 花籠
渋染紬上布・紺染もものき 黒足袋 高つぶひ
青染弐拾升三つ葉絵書引羽織
脚絆 黒足袋 こば笠 はいく薪木 杖

































































９月 八重山白木綿 ４８反 踊稽古用所道具の仕立て用
９月 ２０舛三ッ葉布 長２尋・幅壱尺３寸 引羽織（かすのきつなき織調付き） 入子踊





１０月５日 玉色紗綾衣・緒 １枚 踊稽古用、仕組踊上覧に使用 小僧・運慶坊

















３月１２日 朱紙、唐煮皮 各５０枚、２８６匁 作花
青ふく糸、黄ふく糸 各２０目 縫い糸
閏４月２５日 金入錦之裂 １切（長２尺７寸布幅） 老人躍頭巾
閏４月２５日
閏４月２０日
５月 東方りやん花紗綾 １反 若衆躍脚絆
同 １切（長７尺５寸布幅） 若衆躍脚絆
６月１０日 紕花紗綾 ３７反 入子・若衆躍の紕縮緬衣裳裏
６月１８日
６月１８日 紕花紗綾 ３７反
６月 黒縮緬 １０ツ 入道頭巾




７月 緋紗綾 ２反 若衆足袋用
表3 『冠船躍方日記』事項一覧（続）
－ 10 －




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































之 以上 繪ひん形付緋縮めん眉仕合 戌七月朔
日 豊平親雲上 右者躍方楽屋幕之儀先例之通紺
染ニ而 躍方 のしめ弐筋入仕立置候處会恰合不
宜候間此節之儀但書之通仕立相用得候様被仰付被
下且又舞䑓座構之儀節ゝ先例走幕無之故見分不宜
与存申候間右仕立置候楽屋幕之儀者走幕ニ召成相
用得候様是又被仰付度奉存候以上」「翻刻冠船躍
方日記」p．６０
１０９「『球陽』（巻之１５）尚穆王１６年（乾隆３１年，１７６６）
に「創造唐紙知念印金緞子紙」とあり、唐紙知念
が支那へ渡り唐紙模様の形付けを習ってきた。実
子に唐紙型を教え、養子に紅型、藍型を伝えたと
いう。知念ミハギー（養子子孫の長男）の弟が大
正８年頃まで首里で家業（染色）を営んでいたが、
遂に廃業し那覇へ移り住んだ。鎌倉芳太郎『古琉
球型紙の研究』
１１０１８３７年８月６日「冠船方御入價之儀莫太之銀高ニ
而諸士百姓江出物被被仰付猶又御國元江御拝借銀
之御願被仰上館内才覚等被仰付候付御拝借銀之儀
者御願通相済候共才覚銀之儀近年御物入相續御借
銀及重高候付而者過分之銀高全相調候程合不相見
得甚御難渋之事候右付而者諸所御普請又者萬御仕
立物可成支入料相掛候様無之候而者不叶事候跡ゝ
より仕来候内ニ茂諸奉行諸役人働ニ依候而者御物
入相減候手筋も可有之候条比砌格別之儀にいつれ
茂厚汲受随分其詮相立候様精々可被相働候此旨支
配中堅可被申渡者也」「翻刻冠船躍方日記」p．２７
１１１ 豊見山和行「冊封の様相」『新琉球史』近世編（上）、
琉球新報社，１９９０，p．９６
１１２ 「毎日の給与は最上給で米５升、豆腐３斤（１斤
１６０匁およそ６００g）、豚肉５斤、生魚４斤、羊肉２
斤、鶏２羽、鶏卵１０個、西瓜２、野菜１１斤、蝋燭
４丁、炭１０斤、薪木４束その他酒調味料など」矢
野輝雄『沖縄芸能史話』日本放送出版協会、昭和
４９年，pp．１０９－１１３
１１３ １貫は１０００匁。およそ３．７５kg。東恩納寛惇は尚
敬王代では銀１２０匁が銭１貫文、米５斗としてい
る。よって現銀必要額は１４，８００貫余り、米にして
７４００石、沖縄本島の租税（１６，２３８石）額の半分に
達するとしている。矢野輝雄『沖縄芸能史話』
p．１１１『球陽』尚育王元年（１８３５年）、４年後に
控えた冊封の儀を前に「本国マサニ冊封ノ大典ア
ラントス。其ノ冊封ヲ歓待スルノ需、固ヨリ莫大
ノ費ニ属ス。但シ、帑項極メテ乏シク以テ其ノ需
ヲ調弁シ難シ。正ニ計窮マルノ秋ニアリ」「檄ヲ
国中ニ発シ、米銭ヲ借貸ス」
１１４ 正使、副使などは冊封使専用の施設、天使館に滞
在した。
１１５ 島袋全発『那覇変遷記』１９７８，沖縄タイムス，
pp．３８－４５
１１６１８３８年８月１０日「喜舎場里之子親雲上 躍方 同
日 １．今日於西之御殿仲秋宴之躍仕組方被仰付且
踊人数衣裳并躍道具之儀茂仲秋宴之通被仰付候付
九ツ時分（略）」「翻刻冠船躍方日記」p．６５
－ 23 －
